
　6月10日～11日、10人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースの
ため、質問と答弁の要旨を掲載しています。

質
問　

4
カ
町
村
の
合
併
で
阿
賀
野

市
が
誕
生
し
て
か
ら
6
年
余
が
経
過
し

た
。
ま
た
、
合
併
特
例
法
が
今
年
の
3

月
末
期
限
で
一
区
切
り
と
な
り
、「
平

成
の
大
合
併
」
が
一
段
落
し
た
。

　

阿
賀
野
市
の
合
併
の
評
価
を
お
こ
な

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

今
年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
市

総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
合
併
し
て
か
ら
6
年
間
の
成
果
を
検

証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
抜
本
的
に
見

直
し
た
う
え
で
計
画
策
定
を
す
る
。

質
問　

現
時
点
で
の
、
合
併
に
対
す

る
市
長
の
見
解
に
つ
い
て
。

答
弁　

合
併
時
に
は
予
想
し
な
か
っ

た
「
三
位
一
体
改
革
」
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
財
政
危
機
を
迎
え
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
難
局
は
旧
4
町
村
の
体
制

の
ま
ま
で
は
、
お
そ
ら
く
対
処
で
き
な

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
も
更
な
る
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
合
併
当
初
の

「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」
の
継

続
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
合
併
に
よ
っ
て
、
市

民
全
体
が
ま
ち
の
現
状
を
認
識
し
、
将

来
の
市
の
姿
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、

市
全
体
に
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
の
高
ま

り
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

市
町
村
合
併
に
は
「
光
と
影

の
両
面
が
あ
る
」と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

「
影
」
の
部
分
の
評
価
と
な
ん
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
な
い
か
。

答
弁　

合
併
の
弊
害
と
し
て
、
周
辺

部
が
衰
退
す
る
、
旧
町
村
の
特
色
が
な

く
な
る
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
均

衡
の
と
れ
た
発
展
を
め
ざ
し
て
、
各
地

区
で
遅
れ
て
い
た
都
市
基
盤
や
生
活
環

境
な
ど
の
整
備
を
集
中
的
に
進
め
て
き

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
辺
部
の
衰
退
は

生
じ
て
い
な
い
。

　

旧
町
村
の
特
色
も
、
交
流
範
囲
の
広

が
り
で
他
地
区
を
知
り
、
自
分
た
ち
の

地
区
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
そ
れ
を

守
っ
て
行
こ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上

が
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
行
政
が
気
付
か
な
い
点
も

あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
今
後

も
地
域
審
議
会

な
ど
組
織
を
挙

げ
て
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

郷
病
院
に
つ
い
て

宮脇　雅夫 議員

質
問　

水
原
中
学
校
改
築
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
基
本
設

計
（
案
）
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。

　

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
教
育
機

能
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
地
域
市
民
に
開

か
れ
た
『
生
涯
学
習
機
能
』
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
と
思
う
。
特
に
、
地
域
市

民
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
が
高
い
、
図
書
館

機
能
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答
弁　

地
域
の
市
民
と
の
か
か
わ
り

で
は「
市
民
の
生
涯
学
習
施
設
」と「
災

害
時
の
避
難
所
」
を
柱
に
し
て
い
る
。

　

特
に
『
図
書
室
』
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
て
い
る
水
原
図
書
館
の
代
替
機

能
も
併
せ
持
つ
図
書
室
を
考
え
て
い

る
。

質
問　

滞
納
者
に
対
す
る
対
応
を
伺

う
。

　

滞
納
者
の
保
険
証
の
返
還
（
資
格
証

の
発
行
）
に
つ
い
て
、
３
月
の
参
議
院

予
算
委
員
会
で
「
払
え
る
の
に
払
わ
な

い
こ
と
が
本
当
に
証
明
で
き
た
以
外

は
、
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
厚
生
労
働
大
臣
が
答
弁
し
て
い

る
。
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

督
促
状
発
行
者
の
う
ち
来

所
相
談
で
分
割
納
付
の
誓
約
書
等
が

２
４
６
名
と
な
っ
て
い
る
。
資
格
証
の

発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
あ
れ

ば
、
分
割
相
談
な
ど
に
応
じ
る
な
ど
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

《
参
考
》

　

平
成
18
年
資
格
証
発
行
数
90
件

　

平
成
22
年
５
月
現
在
41
件

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

市
の
公
園
、
広
場
の
遊
具
の
総
点
検

を
行
い
、
腐
食
や
劣
化
、
部
品
欠
落
な

ど
の
修
理
を
す
す
め
る
こ
と
を
質
問
し

た
。

岡部　直史 議員

質
問　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
当
市
に
お
い

て
も
昭
和
41
年
の
「
7
・
17
水
害
」
昭

和
42
年
の
「
8
・
28
水
害
」
と
2
年
連

続
の
大
水
害
、い
わ
ゆ
る
「
羽
越
水
害
」

と
、
平
成
7
年
4
月
1
日
の
震
度
6
強

の
大
地
震
「
新
潟
県
北
部
地
震
」
に
襲

わ
れ
、
大
き
な
大
き
な
被
害
を
受
け
た

事
は
記
憶
に
新
し
い
出
来
事
で
あ
る
。

　

当
市
の
災
害
発
生
時
で
の
市
民
の

「
飲
料
水
」
の
確
保
は
水
原
小
学
校
に

あ
る
「
循
環
型
の
飲
料
水
兼
防
火
水
槽

の
耐
震
型
貯
水
槽
60
ト
ン
型
」
1
個
所

し
か
な
い
。

　

こ
れ
は
2
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
3
万

本
し
か
な
く
、
約
４
７
、０
０
０
人
の

市
民
に
対
し
て
緊
急
時
の
飲
料
水
の
確

保
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

今
回
水
原
中
学
校
の
耐
震
化
工

事
で
の
全
面
改
築
に
当
り
、
約

４
７
、０
０
０
人
の
市
民
が
一
時
的
に

し
の
げ
る
飲
料
水
の
確
保
対
策
を
早
急

に
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

答
弁　

水
原
中
学
校
改
築
基
本
構
想

の
中
に
は
、
公
共
機
能
の
観
点
か
ら
災

害
時
で
の
指
定
避
難
場
所
と
し
て
、
防

災
、
災
害
対
策
に
も
配
慮
し
た
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
基
本
構
想
の
中
に
は

「
飲
料
水
兼
耐
震
性
貯
水
槽
」
の
計
画

は
な
い
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
災
害
時

で
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
上
で
有
効
に

活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
基
本
設

計
の
策
定
時
に
、
防
災
、
災
害
対
策
に

更
な
る
施
策
強
化
の
観
点
か
ら
、
ご
指

摘
の
「
耐
震
性
貯
水
槽
」
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

山崎　正春 議員

質
問　

昨
年
の
6
月
議
会
で
、
21
年

中
の
実
現
も
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁　

設
置
場
所
の
選
定
等
で
遅
れ

て
い
る
。
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で

共
同
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
市
内
外

の
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
、
設
置
場

所
の
再
検
討
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得

る
た
め
の
働
き
か
け
等
を
行
い
、
今
後

も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に
向
け
て

努
力
し
た
い
。

質
問　

市
管
理
の
橋
梁
４
９
０
橋
の

大
多
数
が
架
梁
後
、
数
十
年
が
経
過
し

安
全
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

推
進
計
画
に
つ
い
て
。

答
弁　

平
成
21
年
度
〜
24
年
度
ま
で
に

点
検
調
査
終
了
。
23
年
度
か
ら
調
査
終
了

の
橋
か
ら
修
繕
計
画
を
策
定
。
25
年
度

で
全
て
の
橋
梁
修
繕
計
画
策
定
を
終
了

す
る
予
定
で
あ
り
、
調
査
結
果
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
費
用
は
国

か
ら
1
／
2
補
助
を
見
込
ん
で
い
る
。

再
質
問　

調
査
終
了
の
橋
で
緊
急
対

応
の
必
要
な
橋
と
架
替
、
修
繕
に
係
る

費
用
の
国
の
補
助
金
に
つ
い
て
。

答
弁　

終
了
済
み
の
橋
で
緊
急
対
応

の
必
要
な
橋
は
8
橋
梁
で
工
事
費
用

は
、
国
よ
り
1
／
2
が
見
込
ま
れ
る
。

再
質
問　

橋
梁
の
修
繕
、
架
替
工
事

は
高
額
費
用
が
見
込
ま
れ
、
長
期
計
画

策
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
策

定
に
入
る
阿
賀
野
市
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画
の
中
に
橋
梁
長
寿
命
化
、
修

繕
計
画
を
主
要
事
業
と
し
て
明
記
し
事

業
の
推
進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
橋
梁
長

寿
命
化
、
修
繕
計
画
を
策
定
し
総
合
計

画
に
明
記
し
事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

要
望　

自
治
会
内
に
架
か
る
橋
で
暗

い
橋
が
あ
る
が
、
自
治
会
負
担
で
の
道

路
照
明
灯
の
整
備
は
負
担
が
大
き
す
ぎ

る
。
修
繕
計
画
策
定
の
中
で
道
路
照
明

灯
の
新
設
に
つ
い
て
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　

新
た
な
道
路
照
明
灯
の
整
備

に
つ
い
て
は
、

自
治
会
要
望

で
対
応
を
考

え
て
い
る
。

遠藤　智子 議員


